
学校安全推進事業 

保健厚生課 

１ 事業目的 
 

児童生徒等の安全を確保するため、学識経験者等の専門家をアドバイザーとして学校に派遣し、

学校安全推進体制の構築を図るとともに、学校危機管理マニュアルの見直しなど安全管理の充実に

取り組む。また、学校安全に関する各分野の講習会を開催して教員の指導力向上を図り、災害や犯

罪、交通事故等の様々な危険に対する安全教育の推進により、児童生徒が自らの判断で危険を回避

し、安全を確保する能力の育成を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）学校安全総合支援事業 

ア 学校防災アドバイザーの派遣 

 ・ 大学教授等の学識経験者や、気象台など行政機関から防災に関する専門家を学校へ派遣し、

専門的な見地から防災訓練等に対する指導助言や学校危機管理マニュアルの見直しを支援す

る。 

 ・ 平成 29年度までの事業（「防災教育を中心とした実践的安全教育総合支援事業」等）実施校

における防災教育の取組についても、支援を継続する。 

イ 緊急地震速報受信システムの整備 

特別支援学校への緊急地震速報受信システム整備 

 ・ 県立特別支援学校３校を予定 

ウ 先進的な安全教育の普及 

 ・ 学校防災アドバイザーを講師として学校に派遣し、モデルとなる公開授業を実施するこ

とで地域の学校との連携や先進的な安全教育の普及に取り組む。 

エ 実践事例集及び学校安全点検ガイドリーフレットの作成 

 ・ 事業実施校における優良な取組を他校でも取り入れられるよう、広く紹介するとともに、

学校での日常的な安全点検に活用できるリーフレットを作成し、各学校へ配布する。 

 

（２）学校安全指導力向上事業 

ア 防犯教育研修会（全県１回） 

 ・ 学校における防犯訓練等、効果的かつ組織的な安全管理の手法 

 ・ 不審者侵入等を想定した児童生徒の安全確保 

イ 防災教育研修会（全県１回） 

 ・ 地震や大雨等の災害から児童生徒を守る環境整備、指導計画 

 ・ 気象情報の活用方法 

ウ 交通安全教育研修会（全県１回） 

 ・ 学校における交通安全教室の充実 

 ・ 交通安全教育に関する指導計画等 

エ 心肺蘇生法実技講習会（地域別に９回程度） 

 ・ 止血法、心配蘇生法 

 ・ シミュレーターを用いたＡＥＤ実技講習 

オ 学校事故対応に関する研修会（全県１回） 

 ・ 事故発生時における関係機関との連携 

 ・ 学校危機管理マニュアルの更新 

 

３ 平成３０年度予算額  ５４２万８千円 


